
帯海域にしか分布しないにも関わらず，タイマ
イと思われる個体，アオウミガメ，ココヤシ２
個が 2014 年春という同時期に石狩湾沿岸まで
北上して漂着したことは，海洋の物理状態に何
かしらの変動があったことを示唆している．た
だし当時（2014 年３月〜５月）の石狩湾周辺の
海面水温は決して高くはない（平年並〜１℃低
い，気象庁ホームページ）ことから，単純に水
温だけが要因ではないと思われる．その解明の
ためには，他の漂着物の状況や各種観測値を検
討していく必要がある．
謝辞：今回のタイマイと思われる個体の標本と
情報は石橋孝夫さんからいただいた．2014 年の
アオウミガメとココヤシの漂着情報は工藤友紀
さんからいただいた．ウミガメの同定に際して
は，徳田龍弘さん，おたる水族館にご協力をい
ただいた．皆様に感謝いたします．
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（Ishikari Local Museum

Bentencho30-4， Ishikari， Hokkaido 061-3372， Japan）

　2014 年７月 25 日発行の北海道爬虫両棲類研
究報告 VOL．2 の 22，23 ページに掲載された「ニ
ホンマムシの遠軽町と紋別市の生息確認につい
て」（徳田龍弘）について，表中に誤りがありま
した．お詫び申し上げます．誤りについては下
記の通り訂正いたします．

23 ページ　表１：採集したヘビの抜け殻の情報
　誤：B　両端の体鱗列数　15，15
　正：B　両端の体鱗列数　15，19
23 ページ　表１：採集したヘビの抜け殻の情報
　誤：C　両端の体鱗列数　19，21
　正：C　両端の体鱗列数　19，23

（〒 005-0021 北海道札幌市南区真駒内本町７丁目４-27

ばいかだ WILD-PHOTO）

Errata（訂正）：
ニホンマムシの遠軽町と紋別市

の生息確認について
徳田  龍弘
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